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京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
『
詠
百
首
和
歌
・
詠
二
十
首
和
歌
』
翻
刻
と
解
題

―
足
利
義
政
百
首
と
宗
空
二
十
首
の
紹
介

―

大

山

和

哉

川

上

一

は
じ
め
に

文
化
将
軍
と
し
て
著
名
な
足
利
義
政
（
一
四
三
六
―
一
四
九
〇
）
に
は

歌
人
と
し
て
も
豊
富
な
事
績
が
あ
り
、
百
首
歌
を
は
じ
め
と
し
た
定
数
歌

も
多
く
残
し
て
い
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館

蔵
壬
生
家
本
『
詠
百
首
和
歌
・
詠
二
十
首
和
歌
』
は
、
義
政
の
百
首
歌
の

ひ
と
つ
を
収
め
る
写
本
で
あ
る
。

本
書
は
足
利
義
政
の
百
首
歌
と
、
同
時
代
の
宗
空
な
る
人
物
の
二
十
首

歌
の
合
綴
本
で
あ
る
。
井
上
宗
雄
氏
に
よ
っ
て
存
在
・
概
略
が
示
さ
れ
て

以
降
言
及
は
な
く

（
一
）

、
全
貌
は
今
日
ま
で
不
明
と
な
っ
て
い
た
。
最
近
、

閲
覧
の
機
会
を
得
た
の
で
、
こ
こ
に
全
文
を
翻
刻
、
解
題
を
付
し
て
今
後

の
研
究
利
用
に
供
す
る
次
第
で
あ
る
。
翻
刻
は
大
山
、
川
上
が
分
担
し
て

行
い
、
解
題
は
一
・
二
・
四
を
川
上
、
三
を
大
山
が
執
筆
し
た
。

《
解
題
》

一

基
本
書
誌

『
詠
百
首
和
歌
・
詠
二
十
首
和
歌
』

（
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
壬
生
家
本
：
一
九
・
せ
五
）

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）

壬
生
紀
学
写

一
冊

結
綴
。
後
装
縹
色
無
地
の
表
紙
（
二
五
・
七
×
一
八
・
五
糎
）
。
も

と
は
本
文
共
紙
の
仮
綴
。
外
題
は
左
肩
に
「
左
大
臣
源
朝
臣
義
政
〈
百

首
〉」
と
打
付
書
（
壬
生
忠
利
筆
ヵ
）。
そ
の
右
横
に
「
足
利
義
政
百

首
」
と
貼
題
簽
（
四
周
双
辺
）
に
墨
書
（
本
文
や
左
の
打
付
書
と
も

別
筆
）
。
右
下
に
は
忠
利
の
花
押
が
付
さ
れ
る
。
見
返
し
よ
り
仮
綴

段
階
の
外
題
が
「
義
政
将
軍
百
首
和
歌
」
と
見
え
る
（
左
肩
打
付
書
）
。

内
題
①
「
詠
百
首
和
歌
」
※
足
利
義
政
百
首
（
一
オ
）
、
②
「
詠
二

十
首
和
歌
」
※
宗
空
二
十
首
（
一
〇
オ
）
。
料
紙
は
楮
紙
、
虫
損
あ

り
。
墨
付
丁
数
一
二
丁
（
う
ち
①
九
丁
、
②
二
丁
、
奥
書
一
丁
）
。

遊
紙
前
後
各
一
丁
。
半
葉
一
二
行
、
和
歌
一
首
一
行
書
。
字
高
約
二

〇
・
〇
糎
。
書
写
奥
書
「
寛
永
十
五
年
八
月
十
三
日
／
小
槻
紀
學
書
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之
」
（
一
二
オ
）。

二

概
要

冒
頭
触
れ
た
よ
う
に
、
本
書
に
つ
い
て
は
す
で
に
井
上
宗
雄
・
中
村
文

『
中
世
百
首
歌

八
』
（
古
典
文
庫

、
一
九
九
〇
）
に
概
説
が
あ
る
。
以

522

下
そ
れ
に
拠
り
な
が
ら
、
新
た
に
得
た
知
見
を
含
め
概
要
を
述
べ
る
。

（
１
）
足
利
義
政
百
首

堀
川
百
首
題
に
よ
る
。
百
首
の
後
に
「
勅
点
愚
点

五
十
五
首
」
と
あ

り
、
つ
い
で
御
製
（
後
花
園
天
皇
）（

二
）

と
の
贈
答
歌
が
付
さ
れ
る
が
、
合

点
は
残
ら
な
い
。
位
署
に
「
左
大
臣
源
朝
臣
義
政
」
と
あ
り
、
義
政
が
左

大
臣
で
あ
っ
た
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
か
ら
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）

の
詠
で
あ
る
。
点
者
の
後
花
園
天
皇
は
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
譲
位

し
て
い
る
た
め
、
成
立
は
長
禄
・
寛
正
年
間
に
ま
で
狭
め
ら
れ
る
。
義
政

二
十
六
歳
か
ら
三
十
歳
頃
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
義
政
の
定
数
歌
の

中
で
も
早
期
の
も
の
で
あ
る
。

完
本
は
壬
生
家
本
以
外
に
知
ら
れ
ず
、
貴
重
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た

な
い
が
、
本
文
を
精
査
す
る
に
、
親
本
の
状
態
や
書
写
者
の
習
熟
度
（
後

述
）
の
問
題
も
あ
り
、
少
な
か
ら
ず
誤
脱
が
確
認
さ
れ
る
。
特
に

番
「
梅
」

7

歌
の
上
句
、

番
「
早
蕨
」
歌
、

番
「
春
雨
」
歌
の
脱
落
等
は
重
大
で

9

11

あ
る
が
、
幸
い
こ
の
箇
所
に
は
残
欠
本
が
存
在
し
、
そ
れ
を
補
い
う
る
。

残
欠
本
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
「
春
二
十
首
和
歌
」
・
「
冬
十
五
首
和
歌
」

の
各
一
巻
で
あ
る
。
室
町
期
写
。
両
者
は
同
筆
と
思
し
く
、
も
と
一
巻
の

写
本
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
「
春
二
十
首
」
は
学
習
院
大
学
日
本
語
日

本
文
学
研
究
室
蔵
〔
請
求
記
号
：
九
一
一
・
二
五
四
・
五
〇
一
四
〕
。
井

上
宗
雄
・
山
田
洋
嗣
『
中
世
百
首
歌

七
』（
古
典
文
庫

、
一
九
八
八
）

504

に
て
「
春
二
十
首
和
歌
（
兼
載
）」（

三
）

と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
「
冬
十

五
首
」
に
関
し
て
は
原
所
蔵
不
明

（
四
）

。
こ
れ
ら
残
欠
本
の
本
文
に
つ
い

て
は
、
本
百
首
の
成
立
に
迫
る
写
本
で
あ
る
分
良
質
で
あ
る
た
め
、
翻
刻

に
お
い
て
は
、
「
春
二
十
首
」
の
み
校
異
を
示
し
た
。

（
２
）
宗
空
二
十
首

こ
の
二
十
首
の
伝
本
は
壬
生
家
本
の
ほ
か
知
ら
れ
ず
、
現
状
孤
本
と
呼

ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
二
十
題
二
十
首
。
や
や
複
雑
な
結
題
に
よ
る
組
題

で
、
習
作
と
し
て
の
色
合
い
が
強
い
よ
う
に
思
う
。

成
立
に
関
し
て
は
巻
末
の
識
語
に
明
ら
か
で
あ
る
。

右
廿
首
和
哥
者
、
文
明
十
七
閏
三
中
旬
之
比
、
右
京
亮
藤
原
秀
忠
興

（

一

四

八

五

）

（
山
下
）

行
之
、
人
数
左
衛
門
尉
、
藤
原
秀
忠
、
以
上
三
人
、
隠
作
者
書
之
集

（

伊

勢

貞

頼

）

之
、
室
町
殿
、
于
時
御
所
様
へ
、
御
點
被
申
也
、
六
十
首
内
、
御
点

（
足
利
義
尚
）

十
一
首
出
、
貞
頼
四
首
予
五
首
、
彼
一
巻
者
秀
忠
許
在
之
、
御
詞
之

（
伊
勢
）

（
宗
空
）

加
候
分
書
写
之
候
者
也
、

文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
閏
三
月
中
旬
、
山
下
秀
忠
（
一
四
四
二
―
？
）

の
主
催
で
二
十
首
和
歌
が
詠
ぜ
ら
れ
た
。
参
加
者
は
伊
勢
貞
頼
（
後
に
貞

仍
、
一
四
五
五
―
？
）
、
秀
忠
、
宗
空
の
三
人
。
詠
歌
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
者
名
を
隠
し
て
合
写
し
、
室
町
殿
足
利
義
尚
に
合
点
を
請
う
た
。
計

六
十
首
の
う
ち
点
は
十
一
首
に
あ
り
、
内
訳
は
貞
頼
四
首
、
宗
空
五
首
、

（
お
そ
ら
く
秀
忠
は
二
首
）
で
あ
っ
た
。
点
の
入
っ
た
一
巻
は
秀
忠
の
も

と
に
あ
り
、
宗
空
は
自
分
の
二
十
首
に
、
義
尚
が
加
え
た
評
語
の
分
（
本

文

～

番
歌
に
み
え
る
）
を
写
し
取
っ
た
、
と
の
由
で
あ
る
。
本
写
本

1

3

は
、
こ
の
宗
空
自
筆
の
「
詠
二
十
首
和
歌
」
を
祖
と
す
る
転
写
本
と
思
し

い
。



- 51 -

作
者
・
宗
空
は
、
伝
未
詳
の
人
物
で
、
古
典
文
庫
が
指
摘
す
る
よ
う
に

『
義
尚
十
二
番
歌
合
』
に
「
沙
弥
宗
空
」
と
み
え
、
将
軍
足
利
義
尚
近
侍

の
僧
で
あ
っ
た
ら
し
い
事
の
ほ
か
、
そ
の
素
性
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
、

二
十
首
参
加
者
の
残
り
の
二
人
、
山
下
秀
忠
、
伊
勢
貞
頼
は
、
と
も
に
室

町
幕
府
奉
公
衆
で
あ
る

（
五
）

。
宗
空
も
お
そ
ら
く
は
遁
世
し
た
奉
公
衆
の

一
人
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
実
隆
公
記
』
文
明
十
六
年
十
二
月
五
日
条
に

は
、
こ
の
三
人
が
揃
っ
て
高
倉
永
継
邸
の
歌
合
に
参
加
し
て
い
る
記
事
が

見
え
、
日
頃
か
ら
公
私
と
も
に
昵
懇
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
（
六
）

。

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
将
軍
近
侍
の
武
家
の
作
歌
実
態
が
窺
え
る
資
料

は
貴
重
で
あ
ろ
う
。
本
二
十
首
成
立
の
文
明
十
七
年
当
時
、
幕
府
に
お
い

て
義
尚
を
撰
者
と
し
た
和
歌
打
聞
『
撰
藻
抄
』
の
編
纂
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
京
洛
で
は
そ
れ
に
関
連
し
て
、
種
々
の
作

歌
行
事
が
催
行
さ
れ
る
こ
と
頻
り
で
あ
っ
た
が
、
現
存
す
る
も
の
は
多
く

義
尚
や
公
家
主
導
の
も
の
で
あ
り
、
奉
公
衆
等
武
家
主
体
の
興
行
が
把
握

さ
れ
る
例
は
稀
で
あ
る
。
本
二
十
首
の
場
合
、
参
加
者
三
名
が
詠
歌
の
批

点
を
主
君
の
義
尚
に
請
う
て
い
る
点
、
彼
ら
の
作
歌
修
練
に
対
す
る
積
極

性
が
う
か
が
え
る
。
打
聞
を
は
じ
め
と
し
た
義
尚
の
歌
壇
経
営
に
つ
い
て

は
、
若
き
将
軍
の
独
善
と
う
つ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
本
二
十

首
の
存
在
は
、
そ
う
し
た
活
動
が
側
近
達
の
好
尚
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

三

収
載
歌
に
つ
い
て

「
足
利
義
政
百
首
」
に
収
録
さ
れ
た
和
歌
に
つ
い
て
は
、
『
慈
照
院
殿

義
政
公
御
集
』（
『
私
家
集
大
成

第
六
巻
（
中
世

）
』
所
収
、
以
下
「
御

IV

集
」
）
及
び
『
慈
照
院
殿
御
自
歌
合
』
（
以
下
「
自
歌
合
」
）
に
他
出
が
あ

る
旨
、
『
中
世
百
首
歌

八
』
に
指
摘
が
あ
り
、
川
上
一
「
『
慈
照
院
自
歌

合
』
の
基
礎
的
研
究

―
附
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
の
翻
刻
及
び
校

異

―
」
（
『
三
田
國
文
』

、
二
〇
一
九
・
一
二
）
に
お
い
て
も
他
の
定

64

数
歌
等
の
出
典
と
共
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
既
に
言
及
の
あ
る
歌
は
次
の

通
り
（
御
集
の
歌
番
号
は
『
私
家
集
大
成
』
に
よ
る
。
ま
た
、
歌
題
の
表

記
は
本
稿
の
翻
字
に
よ
る
）。

「
藤
」
→
御
集
一
六
六
・
自
歌
合
十
番
右
、
「
昌
蒲
」
→
御
集
一
七

三
・
自
歌
合
十
四
番
左
、「
昭
射
」
→
自
歌
合
十
七
番
左
、「
五
月
雨
」

〔
マ
マ
〕

→
御
集
一
七
六
・
自
歌
合
十
五
番
右
、
「
氷
室
」
→
自
歌
合
十
七
番

右
な
お
他
に
「
鹿
」
題
の
歌
が
初
句
を
「
心
あ
ら
ば
」
と
し
て
御
集
一
八

七
・
自
歌
合
二
十
五
番
右
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
推
敲
を
経
た
上

で
の
他
出
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

本
百
首
と
御
集
と
で
重
な
る
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
題
を
見
る
と
、
例
え

ば
本
百
首
で
「
藤
」
題
で
詠
ま
れ
た
歌
は
、
御
集
で
は
「
松
藤
」
と
な
り

異
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、「
五
月
雨
」
は
「
川
五
月
雨
」
、「
鹿
」
は
「
田

家
鹿
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
御
集
編
纂
時
に
参
照
さ

れ
た
の
が
本
百
首
で
は
な
く
、
義
政
に
よ
っ
て
歌
題
を
除
か
れ
た
自
歌
合

で
あ
り
、
そ
こ
へ
御
集
編
纂
者
が
歌
の
内
容
か
ら
改
め
て
題
を
付
し
た
結

果
で
あ
る
こ
と
が
、
川
上
「
足
利
義
政
文
芸
資
料
考

―
家
集
お
よ
び
連

歌
資
料
に
つ
い
て

―
」
（
『
三
田
國
文
』

、
二
〇
二
〇
・
一
二
）
に
お

65

い
て
検
証
さ
れ
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
本
百
首
に
は
義
政
以
外
の
詠
及
び
義
政
以
外
の
も
の
と
見
ら
れ

る
詠
が
混
じ
る
。
他
の
歌
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
も

の
は
次
の
五
題
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
が
収
録
さ
れ
た
歌
集
名
及
び
そ
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の
歌
集
で
の
歌
番
号
（
『
言
国
詠
草
』
の
み
『
私
家
集
大
成
』
に
よ
り
、

他
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
）
と
共
に
示
す
。

「
梅
」
→
『
延
文
百
首
』
一
七
〇
八
（
勧
修
寺
経
顕
）（

七
）

、「
蛍
火
」

→
『
後
鳥
羽
院
遠
島
御
百
首
』
夏
二
八
（
第
五
類
本
の
み
の
特
有

歌
）（

八
）

、
「
槿
花
」
→
『
草
庵
集
』
六
〇
五
、
「
不
逢
戀
」
→
『
耕
雲

百
首
』
六
二
、
「
祝
」
→
『
言
国
詠
草
』
一
九
九

い
ず
れ
の
場
合
も
な
ぜ
本
百
首
に
入
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
の
か
定
か

で
は
な
く
、
あ
る
い
は
本
百
首
か
ら
別
の
歌
集
へ
竄
入
し
た
も
の
が
無
い

と
も
限
ら
な
い
。
当
該
伝
本
に
誤
脱
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、

あ
る
時
期
に
本
文
の
多
く
が
脱
落
し
た
写
本
が
存
在
し
、
そ
の
一
部
が
何

ら
か
の
理
由
で
他
者
詠
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

伝
本
が
少
な
い
こ
と
、
御
集
編
纂
時
の
撰
集
資
料
に
も
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
、
他
者
詠
が
混
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
義
政
の
百
首
歌

と
し
て
当
該
百
首
が
完
全
な
形
で
流
通
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
当
該
百
首
の
詠
ま
れ
方
の
特
徴

を
見
て
み
た
い
。
先
述
の
通
り
本
百
首
は
義
政
の
二
十
代
後
半
の
作
と
考

え
ら
れ
、
こ
の
頃
に
は
既
に
和
歌
を
愛
好
し
、
幕
府
で
も
公
家
・
武
家
・

僧
の
参
加
す
る
歌
会
を
催
行
し
て
い
た
。
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
に
は

九
月
九
日
を
起
日
と
し
て
、
藤
原
為
家
の
「
一
夜
百
首
」
の
組
題
を
用
い

た
百
日
百
首
を
残
し
て
い
る
（
『
中
世
百
首
歌

八
』
に
所
収
）
。
た
だ
し

当
時
の
義
政
は
作
歌
技
術
が
熟
し
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
。
実
際
本
稿

で
取
り
上
げ
た
「
足
利
義
政
百
首
」
に
お
い
て
は
、
古
歌
に
依
拠
し
て
一

首
を
成
し
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
一
例
と
し
て
、
ま
ず

は
義
政
の
「
三
月
盡
」
詠
を
挙
げ
る
（
以
下
、
義
政
百
首
か
ら
の
引
用
は

冒
頭
に
翻
字
と
同
じ
数
字
を
置
い
て
示
し
た
。
そ
れ
以
外
の
和
歌
及
び
歌

番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
和
歌
本
文
に
は
私
に
濁
点
を
付
し
、

適
宜
漢
字
を
あ
て
た
）。

三
月
盡

花
ち
り
て
残
る
か
ひ
な
き
日
数
ぞ
と
思
ひ
し
春
を
し
た
ふ
け
ふ
か

20
な

こ
の
歌
は
、
次
の
慈
円
の
歌
と
表
現
が
多
く
重
な
っ
て
い
る
。

残
春

花
は
散
り
て
残
る
か
ひ
な
き
春
の
又
さ
ら
に
色
あ
る
遅
ざ
く
ら
か
な

（
『
拾
玉
集
』
三
七
八
六
）

そ
も
そ
も
歌
題
が
「
三
月
尽
」
「
残
春
」
と
、
共
に
春
の
終
わ
り
を
詠

む
歌
で
あ
る
。
詞
の
上
で
は
「
花
が
散
っ
て
し
ま
っ
た
後
で
は
春
の
楽
し

み
も
無
く
、
残
っ
た
春
の
日
数
も
そ
の
甲
斐
が
無
い
」
と
い
う
こ
と
を
言

う
初
句
と
第
二
句
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
義
政
は
「
三
月
尽
」
題
を
詠

む
上
で
、
慈
円
の
こ
の
残
春
詠
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
次

の
義
政
詠
、

荻

軒
ち
か
く
う
へ
し
も
く
や
し
秋
風
の
お
と
き
ゝ
わ
ぶ
る
庭
の
荻
は

43
ら

で
は
、荻

原
や
植
ゑ
て
く
や
し
き
秋
風
は
ふ
く
を
す
さ
び
に
た
れ
か
あ
か
さ

ん（
『
拾
遺
愚
草
』
一
〇
四
一
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
六
百
十
五
番
右
）

の
藤
原
定
家
詠
、
特
に
「
荻
原
や
植
ゑ
て
く
や
し
き
」
の
部
分
が
参
照
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
家
の
そ
ば
に
植
え
た
荻
が
秋
風
に
音
を
立
て
て
、

そ
の
愁
い
に
耐
え
か
ね
る
様
を
詠
む
点
も
同
想
で
あ
る
。

も
う
一
例
、
義
政
の
「
旅
」
詠
と
飛
鳥
井
雅
有
の
詠
を
比
べ
る
。
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旅

は
る
〴
〵
に
里
な
き
野
べ
に
行
く
れ
ぬ
こ
よ
ひ
も
又
や
草
の
か
り

92
ぶ
し

今
日
も
又
里
な
き
野
辺
に
行
き
く
れ
ぬ
さ
の
み
や
し
も
に
枕
む
す
ば

ん

（
『
隣
女
集
』
一
五
六
六
「
旅
歌
中
に
」
）

こ
の
二
首
で
は
「
里
な
き
野
辺
に
行
き
く
れ
ぬ
」
と
い
う
表
現
が
一
致

し
て
い
る
。
雅
有
詠
で
は
旅
中
の
心
細
さ
を
「
里
な
き
野
辺
」
の
語
で
表

現
し
て
お
り
、
こ
れ
は
他
の
歌
例
が
見
ら
れ
ず
、
雅
有
詠
の
特
徴
的
な
表

現
、
あ
る
い
は
手
柄
と
い
う
べ
き
表
現
で
あ
る
。
そ
う
し
た
詞
を
、
義
政

は
自
ら
の
「
旅
」
詠
に
用
い
た
こ
と
に
な
る
。
同
題
、
同
想
の
歌
で
あ
る

た
め
、
本
歌
取
り
と
見
る
こ
と
も
難
し
い
。
既
に
見
た
例
で
も
「
残
る
か

ひ
な
き
」
「
植
ゑ
て
く
や
し
き
」
な
ど
、
類
例
の
少
な
い
表
現
を
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
踏
襲
し
た
歌
を
詠
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
が
「
主
あ
る
詞
」
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
望
ま
し
い
詠
み
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
当
該

百
首
に
は
同
様
の
歌
が
他
に
も
散
見
し
、
一
つ
の
傾
向
と
言
え
る
。

ま
た
、
本
歌
取
り
を
成
し
得
た
例
と
し
て
は
、

月

つ
も
り
て
は
老
と
成
ぬ
る
な
ら
ひ
さ
へ
ま
だ
身
に
し
ら
で
月
を
み

50
る
か
な

が
あ
る
。
こ
れ
は
『
古
今
集
』
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
に
見
え
る
在
原
業
平

詠
「
大
方
は
月
を
も
愛
で
じ
こ
れ
ぞ
こ
の
積
も
れ
ば
人
の
老
い
と
な
る
も

の
」
を
本
歌
取
り
し
て
い
る
。
本
歌
の
意
を
裏
返
し
、
自
ら
は
ま
だ
若
年

で
あ
る
た
め
老
い
を
厭
う
こ
と
な
く
、
心
の
ま
ま
に
月
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
。
義
政
自
身
が
ま
だ
若
年
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
素

直
に
詠
み
出
さ
れ
た
も
の
で
、
一
つ
の
趣
向
と
し
て
本
歌
取
り
が
成
立
し

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
余
情
に
欠
け
た
作
で
あ
り
、
や
は
り

未
熟
さ
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

こ
う
し
た
例
か
ら
、
当
該
百
首
は
全
体
と
し
て
、
縦
横
に
歌
語
を
用
い

て
一
首
を
詠
み
上
げ
て
い
く
段
階
で
は
な
く
、
古
歌
の
表
現
を
学
び
取
り

な
が
ら
様
々
な
題
を
詠
む
習
練
期
に
当
た
る
頃
の
詠
と
評
価
し
た
い
。

こ
の
百
首
が
義
政
以
外
の
詠
を
含
む
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
は
あ
ろ
う

が
、
現
状
で
は
若
年
期
の
義
政
歌
の
特
徴
を
探
る
資
料
と
し
て
本
百
首
が

参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
宗
空
二
十
首
」
に
つ
い
て
は
本
文
の
残
存
状
況
に
問
題
は
無
く
、「
足

利
義
政
百
首
」
の
よ
う
に
他
者
詠
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
も
無

い
よ
う
で
あ
る
。
二
十
首
の
み
の
た
め
歌
風
を
考
え
る
に
は
心
許
な
く
、

こ
こ
で
は
「
二

概
要
」
に
示
す
と
お
り
、
義
尚
を
中
心
と
す
る
歌
壇
の

活
動
状
況
の
一
端
を
示
す
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
と
い
う
指
摘
に
と
ど

め
て
お
く
。

四

書
写
者

壬
生
紀
学
に
つ
い
て

最
後
に
書
写
者
の
壬
生
紀
学
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

小
槻
（
壬
生
）
紀
学
（
一
六
二
一
―
一
六
四
一
）
は
、
壬
生
家
出
身
の

の
り
ざ
ね

地
下
官
人
で
あ
る
。
壬
生
家
は
大
夫
史
（
官
務
）
を
世
襲
し
た
家
柄
で
、

中
世
以
降
、
同
様
に
大
外
記
（
局
務
）
を
世
襲
し
た
押
小
路
家
と
と
も
に

「
両
局
」
と
称
さ
れ
、
「
地
下
官
人
之
棟
梁
」
と
し
て
の
活
動
が
知
ら
れ

る
。弁

官
局
を
取
り
仕
切
る
立
場
に
あ
っ
た
彼
ら
は
、
朝
廷
の
文
書
作
成
を

職
掌
の
ひ
と
つ
と
し
た
が
、
そ
れ
に
応
え
る
た
め
膨
大
な
蔵
書
を
文
庫
に

保
存
し
て
い
た
。
「
官
文
庫
」
と
称
さ
れ
た
壬
生
家
の
蔵
書
は
、
実
質
的
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な
「
国
家
の
文
庫
」
と
し
て
朝
廷
や
幕
府
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
維
持
さ

れ
、
現
在
は
「
壬
生
家
文
書
」
と
し
て
各
所
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
写
本

も
そ
の
一
部
で
あ
る
。

さ
て
紀
学
は
、
壬
生
家
の
嫡
流
・
左
大
史
忠
利
（
一
六
〇
〇
―
一
六
六

三
）
の
長
子
と
し
て
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
に
生
ま
れ
て
い
る
。
以
降

の
経
歴
に
つ
い
て
は
『
壬
生
家
譜
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

忠
利
長
男

紀
學

母

ノ
リ
ザ
ネ

元
和
七
年

月

日

誕
生

寛
永
八
年
十
一
月
六
日

叙
正
六
位
上

同

十
年
十
二
月
八
日

元
服

同

日

任
左
近
衛
将
監

同

日

補
蔵
人

同

日

聴
禁
色
昇
殿

同

日

拝
賀
従
事

同
十
八
年
六
月
廿
八
日

死

寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
、
わ
ず
か
二
十
一
歳
で
早
世
し
て
い
る
た

め
事
績
は
少
な
い
が
、
十
年
十
二
月
八
日
に
十
三
歳
で
元
服
、
同
日
六
位

蔵
人
に
補
さ
れ
て
の
ち
、
そ
の
ま
ま
生
涯
を
終
え
た
こ
と
が
わ
か
る

（
九
）

。

「
足
利
義
政
百
首
・
宗
空
二
十
首
」
を
書
写
し
た
寛
永
十
五
年
時
点
で
は

十
八
歳
、
大
分
若
年
の
筆
で
あ
る
（
図

）
。
壬
生
家
本
と
し
て
今
に
残

1

っ
た
経
緯
か
ら
み
て
も
、
生
前
は
紀
学
の
所
有
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

紀
学
が
い
か
な
る
経
緯
で
本
書
の
親
本
を
手
に
し
、
書
写
に
至
っ
た
の

か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
の
家
系
や
蔵
人
と
い
う
身
分
が
、

歌
書
の
書
写
を
は
じ
め
と
し
た
歌
道
修
練
を
要
請
し
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
紀
学
の
祖
父
孝
亮
、
父
忠
利
は
、
と
も
に
能
書
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
、
筆
跡
が
『
慶
安
手
鑑
』
に
所
載
さ
れ
る
ほ
か
、
数
種
の

短
冊
が
現
存
し
て
い
る
（
図

）
。
ま
た
、
彼
ら
父
祖
も
た
ど
っ
た
六
位

2

蔵
人
と
い
う
職
は

（
十
）

、
天
皇
に
近
侍
す
る
職
掌
ゆ
え
に
日
常
的
に
詠
作

を
求
め
ら
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
。
紀
学
も
内
裏
（
明
正
天
皇
）
月
次
歌

会
へ
参
仕
す
る
等
、
詠
歌
の
事
績
が
記
録
に
み
え
て
い
る
（
『
忠
利
宿
禰

記
』
）
。
若
年
で
の
典
籍
書
写
は
、
当
人
の
好
尚
は
も
と
よ
り
、
官
吏
と
し

て
書
道
、
歌
道
の
素
養
を
高
め
る
修
練
の
一
環
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
紀
学
の
蔵
人
と
し
て
の
活
動
は
父
の
日
記
、『
忠
利
宿
禰
記
』

に
詳
細
で
あ
る
。
寛
永
十
一
年
、
出
納
平
田
職
忠
と
の
相
論
に
関
連
し
て

孝
亮
が
洛
中
を
追
放
さ
れ
て
以
来

（
十
一
）

、
壬
生
家
の
家
運
は
下
降
し
て
い

た
。
息
子
に
対
す
る
忠
利
の
期
待
も
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い

（
十
二
）

。

だ
が
寛
永
十
八
年
六
月
、
紀
学
は
不
慮
の
死
を
遂
げ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
忠
利
は
以
下
の
事
件
を
記
し
て
い
る
。

廿
八
日

（
中
略
）
入
夜
、
紀
学
向
内
膳
許
之
由
申
之
、
然
内
膳
聞

（
濱
島
清
廉
カ
）

向
下
鴨
之
由
、
紀
学
又
行
向
下
鴨
之
處
、
於
下
鴨
被
切
害
、
件
切
手

二
人
有
之
由
、
即
時
逃
去
之
故
不
知
何
人
所
行
云
々
、
彼
風
聞
之
處
、

六
条
相
公
、
北
小
路
、
中
川
等
馳
来
被
尋
訪
、
周
章
失
前
後
、
死
骸

（

有

純

）

（

俊

祇

）

（
貞
長
）

于
直
令
送
壬
生
寺
、
仍
当
家
無
地
穢
、
只
廿
日
之
暇
有
之

（
十
三
）

六
月
二
十
八
日
、
夜
に
な
っ
て
紀
学
が
内
膳
の
許
へ
行
く
と
い
っ
た
。

内
膳
が
下
鴨
に
向
か
っ
た
と
聞
き
、
紀
学
も
跡
を
追
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
こ

で
二
人
組
に
斬
り
殺
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

忠
利
は
翌
日
、
家
司
と
し
て
仕
え
て
い
た
摂
政
二
条
康
道
を
介
し
て
、

京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
に
こ
の
事
件
を
申
し
入
れ
た
が
、
結
局
犯
人
は
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
紀
学
は
「
市
人
」
と
の
交
際
が
あ
り
、
今
回
の
事
件
は

そ
れ
が
災
い
し
て
の
こ
と
で
あ
る
と
の
見
解
も
出
て
い
る
が
（
『
道
房
公

記
』
六
月
二
十
九
日
条
）
、
詳
し
い
こ
と
は
知
り
得
な
い
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
嗣
子
を
失
っ
た
忠
利
の
嘆
き
は
「
周
章
失
前
後
」
程
度

で
は
言
い
表
せ
な
い
も
の
が
あ
る
。
事
件
の
夜
、
忠
利
が
紀
学
の
匣
を
開

く
と
、
中
に
は
庭
の
梅
と
百
首
の
和
歌
が
入
っ
て
い
た
。
ま
た
自
画
像
が

あ
り
、
そ
こ
に
一
首
の
和
歌
が
書
き
付
け
て
あ
っ
た
。

う
れ
し
か
ら
ぬ
月
日
の
身
に
は
つ
も
れ
と
も

わ
か
お
も
ふ
こ
と
そ
か
な
は
さ
り
け
り

（
十
四
）

「
右
披
見
の
處
、
弥
い
よ
落
涙
抑
へ
難
き
者
な
り
」
。
忠
利
の
悲
嘆
を

察
す
る
に
余
り
あ
る
。

壬
生
家
本
『
足
利
義
政
百
首
・
宗
空
二
十
首
』
の
表
紙
は
、
本
紙
と
の

虫
損
の
具
合
を
み
る
に
明
ら
か
に
後
補
で
あ
る
。
右
下
に
花
押
が
付
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
忠
利
の
も
の
、
打
付
書
の
外
題
も
彼
の
筆
と
思
し
い

（
図

）。

3
お
そ
ら
く
は
紀
学
の
死
後
、
忠
利
が
装
丁
を
改
め
、
自
ら
の
所
持
と
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
外
題
は
内
容
の
表
示
、
花
押
も
自
署
の
記
号

以
上
の
意
味
は
持
た
な
い
。
た
だ
如
上
の
経
緯
を
通
し
て
こ
の
表
紙
を
見

る
と
き
、忠
利
の
愛
息
へ
の
情
を
読
み
取
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

［
注
］

（
一
）

井
上
宗
雄
・
中
村
文
『
中
世
百
首
歌

八
』（
古
典
文
庫

、
一
九
九
〇
）

522

内
、「
『
中
世
百
首
歌

七
』
補
訂
」。

（
二
）
次
代
の
後
土
御
門
天
皇
で
あ
る
可
能
性
も
な
く
は
な
い
が
、
義
政
が
左
大

臣
の
時
期
、
彼
は
ま
だ
歌
壇
に
お
い
て
点
者
に
な
る
ほ
ど
の
地
位
を
有
し
て

い
な
い
。

（
三
）
こ
れ
は
冒
頭
「
兼
載
」
と
署
名
さ
れ
、
巻
末
に
子
孫
の
猪
苗
代
兼
寿
（
一

六
二
八
―
一
六
九
三
）
に
よ
る
兼
載
自
筆
自
詠
を
証
す
る
極
書
が
存
し
た
た

め
で
あ
る
が
、
本
壬
生
家
本
の
発
見
に
よ
り
義
政
百
首
の
零
本
で
あ
っ
た
旨
、

井
上
氏
に
よ
っ
て
補
訂
さ
れ
て
い
る
。
注
（
一
）
著
書
参
照
。

（
四
）
『
玉
英
堂
覯
本
書
目
』
（

、
一
九
八
五
・
一
〇
）
に
一
部
書
影
と
と
も
に
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所
載
。

（
五
）
山
下
秀
忠
に
関
し
て
は
、
森
幸
夫
「
室
町
幕
府
奉
公
衆
山
下
氏
」
（
『
国
史

学
』

、
一
九
九
一
）
参
照
。
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（
六
）
こ
の
他
、
『
下
つ
ぶ
さ
集
』
（
貞
頼
家
集
）
三
一
八
詞
書
に
「
お
な
じ
比
、

常
徳
院
殿
、
三
条
入
道
前
左
大
臣
家
、
飛
鳥
井
中
納
言
入
道
家
御
三
方
へ
御

点
申
入
侍
ら
ん
と
て
、
宗
空
法
師
す
ゝ
め
侍
し
三
首
に
」
等
あ
り
、
そ
の
交

流
が
見
え
る
。
な
お
、
三
条
入
道
前
左
大
臣
（
実
量
）
は
文
明
十
五
年
（
一

四
八
三
）
十
二
月
に
没
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
前
の
興
行
で
あ
る
。

（
七
）
上
の
句
は
学
習
院
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室
蔵
本
に
よ
っ
て
補
っ
た

形
に
よ
り
判
断
し
た
。

（
八
）『
新
編
国
歌
大
観
』
解
説
に
よ
る
。

（
九
）
死
去
し
た
寛
永
十
八
年
段
階
で
の
臈
次
は
差
次
（
『
忠
利
宿
禰
記
』
）。

（
十
）
紀
学
の
祖
父
孝
亮
は
、
天
正
七
年
に
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
る
も
、
同
十
四

年
元
服
と
と
も
に
逆
退
、
正
六
位
上
に
叙
さ
れ
蔵
人
と
な
っ
た
（
『
壬
生
家

譜
』
）。
こ
れ
以
後
、
壬
生
家
は
六
位
蔵
人
を
経
る
家
柄
と
な
る
。

（
十
一
）
こ
の
相
論
に
つ
い
て
は
、
西
村
慎
太
郎
「
近
世
地
下
官
人
組
織
の
成
立
」

『
近
世
朝
廷
社
会
と
地
下
官
人
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
〔
初
出
：
二

〇
〇
三
〕
）
、𠮷

田
洋
子
「
江
戸
幕
府
の
成
立
と
地
下
官
人
」（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

、
二
〇
〇
七
・
一
）
参
照
。
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（
十
二
）
例
え
ば
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
の
壬
生
家
文
書
に
収
め
ら
れ
る
『
小

槻
紀
学
元
服
次
第
』
〔
請
求
記
号
：
七
四
・
壬
生
・
四
一
三
〕
は
、
忠
利
が

記
し
た
寛
永
十
年
の
紀
学
の
元
服
式
の
次
第
書
で
あ
る
。
竪
紙
十
八
紙
に
及

ぶ
長
大
な
継
紙
で
、
六
位
蔵
人
の
元
服
が
如
何
に
盛
大
か
つ
費
用
の
嵩
む
も

の
で
あ
っ
た
の
か
を
物
語
る
。

（
十
三
）『
忠
利
宿
禰
記
』（
取
要
本
）。

（
十
四
）『
忠
利
宿
禰
記
』（
取
要
本
）
六
月
二
十
九
日
条
。
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図

『
詠
百
首
和
歌
・
詠
二
十
首
和
歌
』
冒
頭

1
＊
参
考

壬
生
紀
学
和
歌
懐
紙

（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵
壬
生
家
文
書
〔
七
四
・
壬
生
・
六
八
九
〕）

図

壬
生
家
当
主
和
歌
短
冊

2

（
右
・
壬
生
孝
亮
短
冊
、
左
・
壬
生
忠
利
短
冊
／
川
上
蔵
）

図

『
詠
百
首
和
歌
・
詠
二
十
首
和
歌
』
表
紙

3
＊
参
考

壬
生
忠
利
花
押
『
忠
利
宿
禰
記
』
寛
永
二
十
年
五
月
九
日
条

（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
〔
Ｆ
九
・
一
三
二
〕）
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《
翻
刻
》

［
凡
例
］

一
、
底
本
に
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
本
を
用
い
、
残
欠
本
の
存

在
す
る｢
春
二
十
首｣

に
関
し
て
は
、
学
習
院
大
学
日
本
語
日
本
文
学

研
究
室
蔵
本
（
『
中
世
百
首
歌

七
』〔
古
典
文
庫

〕
に
翻
刻
）
に

504

よ
る
校
異
を
脇
に
（

・
学
）
と
し
て
、
左
傍
点
と
と
も
に
示
し
た
。

な
お
、
京
大
本
で
脱
落
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
本
文
部
分
に

（

）
で
補
っ
て
い
る
。

一
、
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
左
傍
点
を
付
し
、
脇
に
〔
マ
マ
〕
、
乃
至

は
推
測
で
き
る
語
句
を
〔

〕
で
記
し
た
。

一
、
虫
損
に
よ
り
判
読
不
可
の
箇
所
は
□
で
示
し
た
。
な
お
、
残
画
に
て

推
測
可
能
な
も
の
は
、
そ
の
字
を
□
で
囲
っ
て
い
る
。

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
底
本
の
状
態
を
極
力
留
め
た
。
改
頁
の
箇
所
は

『

｣

』
を
付
し
、
丁
数
・
表
裏
を
記
し
た
。

一
、
底
本
本
文
に
存
す
る
ミ
セ
ケ
チ
は
原
則
留
め
て
い
る
。
補
入
に
つ
い

て
は
行
内
に
収
め
特
に
示
し
て
い
な
い
。
重
ね
書
き
は
元
の
字
を
脇

に
〔
×
〕
で
示
し
た
。

一
、
漢
字
の
旧
字
・
異
体
字
等
は
底
本
通
り
翻
刻
し
た
。

一
、
仮
名
遣
い
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。
変
体
仮
名
は
通
行
字
体
に
な
お

し
、
字
母
の
指
摘
等
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。

一
、
和
歌
は
、
各
歌
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

詠
百
首
和
歌

左
大
臣
源
朝
臣
義
政

春
二
十
首

立
春

お
し
な
へ
て
霞
に
け
り
な
け
ふ
と
い
へ
は
千
里
の
外
も
春
や
立
ら
ん

1

子
日

春
こ
と
に
ね
の
ひ
に
い
つ
る
も
ろ
人
は
松
に
ひ
か
れ
て
い
く
千
世
か
へ

（
の
・
学
）

2
む

●

霞

時
し
ら
ぬ
名
に
あ
ふ
冨
士
の
高
根
さ
へ
春
は
か
す
め
る
色
そ
見
え
け
る

（
お
・
学
）

3

鴬

●

さ
か
ぬ
ま
も
人
の
心
の
花
に
ま
つ
さ
そ
は
れ
き
て
や
う
く
ひ
す
の
な
く

4

若
菜

」
一
オ

里
人
の
ね
せ
り
あ
ら
ひ
し
跡
な
れ
や
春
の
野
澤
の
水
の
に
こ
れ
る

5

残
雪

春
の
日
の
さ
す
や
か
た
ち
も
み
え
て
け
り
木
の
し
た
か
け
の
雪
の
む
ら

（
へ
・
学
）

6
き
へ

●

梅

（
た
か
さ
と
に
さ
そ
ひ
ゆ
く
ら
む
我
や
と
の
）
軒
は
の
梅
に
匂
ふ
は
る

7
か
せ

栁

影
高
み
い
く
世
の
春
と
古
郷
の
さ
ほ
の
か
は
ら
に
な
ひ
く
あ
を
や
き

（
を
・
学
）

8

早
蕨

●

（
松
か
枝
の
み
と
り
に
は
あ
ら
て
を
か
の
へ
に
も
ゆ
る
わ
ら
ひ
を
い
ま

9
や
つ
む
ら
ん
）
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（
桜
）

い
つ
く
を
か
わ
き
て
と
は
ま
し
を
し
な
へ
て
四
方
の
山
へ
の
花
の
盛
に

10

（
春
雨
）

（
草
も
木
も
な
へ
て
み
と
り
に
な
り
ぬ
ら
し
野
山
か
す
み
て
は
る
さ
め

11
の
ふ
る
）

春
駒

難
波
江
に
あ
し
の
わ
か
葉
の
も
く
ぬ
ら
ん
い
ま
は
春
へ
と
あ
さ
る
あ
ら

（
や
・
学
）
（
え
・
学
）

12
駒

●

●

帰
鳫

」
一
ウ

こ
し
地
に
も
都
に
ま
さ
る
花
は
あ
ら
し
春
と
て
か
り
の
な
い
そ
く
ら
ん

（
な
に
・
学
）

13

喚
子
鳥

●

さ
ひ
し
さ
に
た
え
す
や
友
を
よ
ふ
こ
鳥
霞
む
山
邉
の
夕
く
れ
の
こ
ゑ

14

苗
代

き
の
ふ
ま
て
か
へ
す
と
み
え
し
を
山
田
に
水
せ
き
い
れ
て
た
ね
や
ま
く

15
ら
ん

菫
菜

う
ち
む
れ
て
つ
む
や
す
み
れ
の
花
か
た
み
め
な
ら
ふ
野
へ
に
け
ふ
も
く

16
ら
し
つ

杜
若

ま
こ
も
草
ま
し
ま
澤
へ
の
か
つ
き
つ
は
た
花
さ
き
て
こ
そ
そ
れ
と
わ
か

（
る
・
学
）

17
る
れ

●

藤

春
を
へ
て
藤
さ
き
か
ゝ
る
ま
つ
か
枝
や
あ
ら
は
れ
や
ら
ぬ
浪
の
埋
木

18

款
冬

」
二
オ

暮
て
行
は
る
の
や
と
り
か
さ
き
に
ほ
ふ
庭
の
ま
か
き
は
山
ふ
き
の
花

19

三
月
盡

花
ち
り
て
残
る
か
ひ
な
き
日
数
そ
と
思
ひ
し
春
を
し
た
ふ
け
ふ
か
な

20

夏
十
五
首

更
衣

し
た
ひ
わ
ひ
け
さ
立
か
へ
ぬ
あ
か
さ
り
し
花
の
香
と
り
の
き
ぬ
〳
〵
の

21
空

卯
花

ふ
り
う
つ
む
垣
ほ
と
そ
見
る
里
つ
ゝ
き
さ
く
う
の
花
の
雪
の
明
ほ
の

22

葵

こ
の
比
は
み
あ
れ
を
ち
か
み
神
山
に
あ
ふ
ひ
と
る
な
り
か
も
の
宮
人

23

郭
公

な
か
め
詫
ぬ
在
明
の
月
を
か
た
み
に
て
一
こ
ゑ
す
く
る
山
郭
公

24

」
二
ウ

昌
蒲

け
ふ
こ
そ
は
ひ
き
て
袖
に
も
か
く
れ
ぬ
に
お
ふ
る
あ
や
め
の
な
か
き
ね

25
な
か
ら

早
苗

あ
ま
人
は
し
ほ
く
ま
ぬ
ま
も
み
な
と
田
に
な
を
袖
ぬ
ら
す
さ
な
へ
と
る

26
比

昭
射

〔
マ
マ
〕

ま
す
ら
お
か
す
る
わ
さ
な
ら
し
さ
ほ
鹿
の
よ
る
は
す
か
ら
に
み
ゆ
る
と

27
も
し
は

五
月
雨

山
河
の
瀬
々
ゆ
く
浪
も
岩
こ
す
け
す
ゑ
は
や
し
た
に
さ
み
た
れ
の
比

28

花
橘



- 59 -

た
ち
花
に
匂
ひ
き
に
け
る
さ
ら
て
た
に
昔
を
忍
ふ
よ
は
の
ね
さ
め
に

29

蛍
火

我
か
身
い
ま
あ
つ
め
ぬ
宿
の
窓
ち
か
み
い
さ
め
か
ほ
に
も
行
ほ
た
る
か

30
な

」
三
オ

蚊
遣
火

し
つ
の
め
か
枕
に
む
せ
ふ
蚊
の
聲
に
い
と
ゝ
け
ふ
り
を
た
て
や
そ
ふ
ら

こ
ゑ

31
ん

蓮

池
水
の
上
に
し
け
れ
る
は
ち
す
こ
そ
涼
し
き
露
の
や
と
り
と
も
な
れ

32

氷
室

い
に
し
へ
の
た
か
つ
の
宮
の
ひ
む
ろ
よ
り
そ
な
へ
そ
め
け
る
た
め
し
と

な

33
や
な
る

泉

し
は
し
い
ま
扇
の
風
に
わ
す
れ
水
あ
た
り
涼
し
み
む
す
ひ
く
ら
し
て

〔
×
き
〕

34

六
月
祓

●

を
の
つ
か
ら
心
す
く
な
る
あ
さ
の
葉
を
な
か
す
み
そ
き
は
神
も
う
く
ら

35
む

秋
二
十
首

立
秌

」
三
ウ

身
に
そ
し
む
い
つ
し
か
け
さ
は
吹
か
く
る
を
と
は
の
里
の
秋
の
は
つ
風

36

七
夕

年
を
へ
て
雲
井
の
庭
に
を
く
こ
と
を
う
け
や
ひ
く
ら
ん
星
合
の
空

37

萩

お
り
あ
へ
ぬ
花
の
に
し
き
の
い
と
萩
に
露
も
み
た
す
な
野
へ
の
秋
か
せ

38

女
郎
花

朝
露
に
し
ほ
れ
て
た
て
る
を
み
な
へ
し
お
か
き
ぬ
〳
〵
の
な
こ
り
な
る

〔
た
歟
〕

39
ら
ん

●

薄

よ
せ
て
し
も
か
へ
ら
ぬ
浪
と
見
え
つ
る
や
お
は
な
吹
し
く
ま
の
ゝ
う
ら

40
か
せ

苅
萱

夕
さ
れ
は
露
も
や
と
り
を
か
る
か
や
の
下
葉
や
た
へ
す
な
を
み
た
る
ら

41
ん

蘭

」
四
オ

む
つ
ま
し
き
色
に
そ
匂
ふ
藤
は
か
る
ぬ
し
は
た
れ
と
も
し
ら
ぬ
も
の
か

〔
ま
歟
〕

42
ら

●

荻

軒
ち
か
く
う
へ
し
も
く
や
し
秋
風
の
お
と
き
ゝ
わ
ふ
る
庭
の
荻
は
ら

43

鳫

な
き
ぬ
な
り
か
り
の
涙
や
を
ち
か
た
の
野
へ
の
ま
は
き
の
う
へ
も
し
ら

44
れ
て

鹿

ま
す
ら
お
も
も
る
や
山
田
の
ひ
た
す
ら
に
い
と
ひ
は
は
て
し
さ
ほ
し
か

45
の
聲

露

白
玉
の
を
の
ゝ
し
の
原
吹
風
に
む
す
ひ
も
と
め
ぬ
露
そ
み
た
る
ゝ

46

霧

立
ま
よ
ふ
煙
も
そ
れ
と
見
え
わ
か
す
む
ろ
の
や
し
ま
の
秋
の
夕
霧

47

槿
花
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」
四
ウ

月
草
の
色
に
さ
け
は
や
あ
さ
か
ほ
も
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
花
と
見
ゆ
ら
ん

草

48

駒
迎

い
ま
も
な
を
た
え
ぬ
た
め
し
に
ひ
く
駒
や
秋
の
も
中
に
相
坂
の
せ
き

49

月

つ
も
り
て
は
老
と
成
ぬ
る
な
ら
ひ
さ
へ
ま
た
身
に
し
ら
て
月
を
み
る
か

50
な

擣
衣

外
山
吹
夜
半
の
嵐
や
さ
む
か
ら
し
衣
打
な
り
秋
し
野
の
里

51

虫

き
り
〳
〵
す
な
れ
て
思
ひ
や
す
か
の
ね
の
な
か
き
霜
夜
を
う
ら
み
つ
ゝ

52
鳴

菊

色
も
香
も
あ
か
す
こ
そ
み
れ
さ
ら
に
又
花
な
き
こ
ろ
の
庭
の
し
ら
菊

53

紅
葉

」
五
オ

山
高
み
し
く
る
ゝ
雲
の
下
も
み
ち
は
れ
て
木
す
ゑ
の
色
や
そ
は
ま
し

高

54

九
月
盡

か
ひ
な
し
や
名
に
お
ふ
秋
の
な
か
月
も
け
ふ
を
か
き
り
と
く
る
ゝ
わ
か

55
れ
は

冬
十
五
首

初
冬

さ
え
か
へ
る
空
と
や
い
は
ん
神
無
月
春
た
つ
け
さ
の
風
の
は
け
し
さ

56

時
雨

峯
こ
ゆ
る
雲
に
嵐
や
む
か
ふ
ら
ん
又
帰
り
く
る
む
ら
し
く
れ
か
な

57

霜

吹
は
ら
ふ
嵐
の
を
と
も
高
砂
や
お
の
へ
の
ま
つ
の
霜
の
あ
さ
あ
け

58

霰

冬
か
れ
の
な
ら
の
葉
か
し
は
打
そ
よ
き
あ
ら
れ
た
は
し
る
を
と
の
さ
む

59
け
さ

」
五
ウ

雪

よ
ひ
の
ま
は
な
る
と
も
し
ら
て
朝
戸
出
に
お
と
ろ
か
れ
ぬ
る
庭
の
は
つ

〔
ふ
歟
〕

60
雪

●

寒
蘆

か
れ
ま
さ
る
玉
江
の
あ
し
の
よ
を
へ
つ
ゝ
う
ら
ふ
く
風
や
さ
む
く
な
る

61
ら
ん

千
鳥

う
ら
み
て
も
妻
や
こ
ぬ
身
の
は
ま
千
鳥
ふ
け
行
浪
に
こ
ゑ
し
き
る
也

62

氷

た
え
〳
〵
に
岩
ま
も
り
こ
し
を
と
も
な
し
こ
ほ
り
や
は
つ
る
谷
の
し
た

63
水

水
鳥

あ
は
れ
な
り
池
の
氷
の
と
こ
の
う
へ
に
鳴
ね
夜
ふ
か
き
を
し
の
ひ
と
り

64
ね

網
代

浪
さ
む
み
い
く
世
か
た
し
き
こ
ろ
も
手
に
た
な
か
み
河
に
あ
し
ろ
も
る

〔
の
歟
〕

65
ら
ん

●

」
六
オ

神
楽

笛
竹
の
よ
や
ふ
け
ぬ
ら
ん
さ
夜
か
く
ら
聲
も
す
み
行
杜
の
下
か
け

66

鷹
狩
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日
に
か
け
て
い
さ
か
り
ゆ
か
ん
は
し
鷹
の
尾
上
ひ
き
こ
す
鳥
の
お
ち
草

67

炭
𥧄

空
さ
む
み
を
の
か
ね
か
ひ
も
路
遠
く
宮
こ
に
か
よ
ふ
小
野
の
炭
や
き

68

爐
火

ま
と
ひ
す
る
あ
た
り
も
さ
む
く
さ
よ
ふ
け
て
か
す
か
に
の
こ
る
う
つ
み

69
火
の
か
け

歳
暮

け
ふ
と
い
へ
は
し
つ
か
門
松
た
て
を
き
て
千
と
せ
の
春
を
む
か
へ
か
ほ

70
な
る

戀
十
首初

戀

」
六
ウ

い
つ
し
か
と
袖
そ
し
ほ
る
ゝ
戀
衣
昨
日
け
ふ
こ
そ
お
も
ひ
立
し
を

71

忍
戀

い
か
に
し
て
人
め
し
の
ふ
の
山
ふ
か
み
か
よ
ふ
こ
ゝ
ろ
の
お
く
を
し
ら

72
せ
む

不
逢
戀

さ
き
の
世
の
む
く
ひ
な
る
を
は
つ
れ
な
き
も
人
の
う
き
に
は
な
さ
し
と

73
そ
思

初
逢
戀

こ
よ
ひ
よ
り
心
か
は
り
て
お
し
む
か
な
あ
ふ
に
か
へ
ん
と
い
ひ
し
命
を

74

後
朝
戀

さ
ゝ
分
る
あ
さ
け
の
袖
に
く
ら
ふ
れ
は
あ
は
て
こ
し
夜
は
ぬ
れ
し
か
す

75
か
は

逢
不
逢
戀

わ
す
れ
は
や
わ
か
れ
し
ま
ゝ
の
お
も
影
を
う
き
身
に
そ
へ
て
思
く
る
し

76

さ

旅
戀

」
七
オ

思
ひ
わ
ひ
ひ
と
り
あ
か
し
の
浪
ま
く
ら
身
を
う
き
ね
に
そ
袖
ぬ
ら
し
け

77
る

思

み
た
れ
ゆ
く
お
花
か
本
の
露
霜
に
し
ほ
る
ゝ
袖
は
ほ
す
ひ
ま
も
な
し

78

片
思

つ
れ
な
し
と
さ
の
み
は
い
わ
し
か
く
は
か
り
思
ふ
と
た
に
も
思
し
ら
す

79
は

恨

わ
す
れ
て
は
又
そ
う
ら
む
る
と
に
か
く
に
い
ひ
か
ひ
も
な
き
人
の
つ
ら

80
さ
を

雑
二
十
首

暁

あ
け
ぬ
と
て
お
と
ろ
く
か
ね
の
ひ
ゝ
き
に
も
さ
め
ぬ
う
き
世
の
夢
を
し

81
そ
思

松

和
哥
の
浦
や
色
な
き
松
の
こ
と
の
葉
は
か
き
あ
つ
め
て
も
何
ゝ
か
は
せ

〔
マ
マ
〕

82
ん

●

」
七
ウ

竹

か
り
そ
め
に
う
へ
し
軒
は
の
く
れ
竹
や
窓
く
ら
き
ま
て
し
け
り
そ
ふ
ら

83
ん

苔

山
ふ
か
み
た
れ
ふ
み
わ
け
し
跡
な
ら
ん
た
え
〳
〵
見
ゆ
る
こ
け
の
か
よ

84
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ひ
路

靎

遠
さ
か
る
聲
も
は
る
か
に
夕
し
ほ
の
み
つ
の
こ
し
ま
に
た
つ
鳴
わ
た
る

85

山

ち
り
ひ
ち
の
つ
も
り
そ
め
ぬ
る
か
た
な
れ
や
雲
井
に
高
き
山
の
尾
上
は

86

河

何
と
た
ゝ
お
ろ
か
な
り
け
る
身
な
せ
川
世
の
人
な
み
に
あ
り
て
ゆ
く
ら

87
む

野

草
枕
か
り
ね
の
夢
は
い
な
み
野
や
あ
さ
路
吹
し
く
夜
半
の
嵐
に

88

」
八
オ

関

い
と
ま
あ
れ
や
お
さ
ま
れ
る
世
は
を
の
つ
か
ら
さ
ら
ぬ
と
な
み
の
せ
き

89
の
関
も
り

橋

跡
た
に
も
い
ま
は
な
か
ら
の
は
し
は
し
ら
遠
き
む
か
し
を
か
け
て
こ
ひ

90
つ
ゝ

海
路

を
ひ
風
や
吹
か
は
る
ら
ん
こ
の
ゆ
ふ
へ
か
た
ほ
に
い
そ
く
興
津
舟
人

91

旅

は
る
〳
〵
に
里
な
き
野
へ
に
行
く
れ
ぬ
こ
よ
ひ
も
又
や
草
の
か
り
ふ
し

92

別

か
へ
り
こ
む
ほ
と
は
い
つ
と
も
し
ら
雲
の
立
わ
か
れ
行
道
の
は
る
け
さ

93

山
家

さ
ま
〳
〵
に
き
く
も
さ
ひ
し
き
す
ま
ひ
か
な
み
ね
の
松
風
た
に
の
水
を

94
と

」
八
ウ

田
家

秋
過
て
の
こ
る
田
の
面
の
か
り
の
庵
露
し
も
の
み
や
い
ま
は
も
る
ら
む

95

懐
舊

い
た
つ
ら
に
忍
ふ
と
何
か
思
ひ
け
ん
お
も
ひ
い
つ
れ
は
か
へ
る
む
か
し

96
を

夢

は
か
な
し
と
わ
き
て
は
い
は
し
ぬ
る
か
う
ち
の
夢
に
う
つ
ゝ
の
み
え
ぬ

97
も
の
か
は

無
常

つ
く
〳
〵
と
思
つ
ら
ね
て
な
け
く
か
な
さ
た
め
な
き
世
の
こ
と
は
り
を

98
の
み

述
懐

た
え
て
た
ゝ
思
し
れ
と
も
い
と
は
れ
ぬ
心
つ
か
ら
の
う
き
世
な
る
ら
ん

99

悦
〔
祝
歟
〕

か
き
り
な
く
君
か
よ
は
ひ
は
久
か
た
の
あ
ま
て
る
神
も
さ
そ
ま
も
る
ら

●

100
ん

」
九
オ

勅
點
愚
點

五
十
五
首

御
製

お
ろ
か
な
る
身
に
さ
へ
い
ま
そ
和
哥
の
浦
の
な
み
に
ま
き
れ
ぬ
玉
の
か

101
す
〳
〵

御
返
哥

よ
し
や
た
ゝ
も
く
つ
成
と
も
和
哥
の
浦
の
な
み
の
玉
そ
と
き
み
し
て
ら

102
さ
は

（
以
下
七
行
分
空
白
）
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」
九
ウ

詠
二
十
首
和
歌

宗
空

原
上
霞

み
か
の
原
ま
た
春
さ
む
き
川
風
に
山
も
霞
の
こ
ろ
も
を
や
か
る

1

幽
栖
春
月

相
似
幽
玄
但
結
句
如
何

春
の
夜
の
空
に
な
ら
は
ゝ
か
す
か
な
る
す
ま
ひ
を
月
も
あ
は
れ
と
や
み

2
む

第
三
句
う
つ
り
題
の
心
無
念
歟

遥
尋
花

峯
の
雲
汀
の
な
み
を
し
の
く
と
も
花
さ
く
か
た
の
道
は
ま
と
は
し

3

見
花
戀
友

下
句
在
等
類
歟

手
折
て
や
い
ま
は
み
せ
ま
し
桜
花
と
は
ぬ
は
つ
ら
き
こ
ゝ
ろ
な
れ
と
も

4

夕
雲
雀

旅
人
の
枕
か
る
野
の
夕
ひ
は
り
な
れ
も
草
葉
の
床
た
の
む
ら
ん

は

5

雨
中
郭
公

」
一
〇
オ

村
雨
の
は
る
ゝ
そ
お
し
き
ほ
と
ゝ
き
す
な
き
つ
る
空
の
な
こ
り
と
思
へ

6
は

籬
瞿
麦

山
姫
の
こ
ゝ
ろ
の
秋
の
色
を
ま
つ
ま
か
き
に
う
つ
す
な
て
し
こ
の
花

る
歟

7

松
風
忘
夏

す
ゝ
し
き
は
浪
こ
す
礒
の
松
の
ね
の
あ
ら
は
れ
ぬ
へ
き
秋
か
せ
そ
ふ
く

8

萩
漸
盛

夜
な
〳
〵
の
露
や
そ
む
ら
む
昨
り
よ
り
け
ふ
は
色
と
ふ
庭
の
萩
原

昨

日

〔
そ
歟
〕

9

深
山
鹿

●

我
を
こ
そ
す
つ
る
身
山
と
思
つ
れ
し
か
も
う
き
世
の
外
に
鳴
也

10

見
月
思
旅

こ
よ
ひ
又
あ
は
れ
い
つ
れ
の
野
へ
に
ね
て
宮
こ
戀
し
き
月
を
見
る
ら
ん

11

月
前
遠
鐘

」
一
〇
ウ

そ
こ
と
な
く
深
行
鐘
は
音
信
て
人
の
し
つ
ま
る
夜
半
の
月
影

12

紅
葉
待
霜

霜
に
又
色
か
は
れ
と
や
ひ
と
か
た
は
露
も
し
く
れ
も
そ
め
の
こ
す
ら
ん

13

時
雨
廻
岡

い
り
日
さ
す
峯
の
庵
に
な
か
む
れ
は
し
く
れ
そ
ま
よ
ふ
岡
野
へ
の
里

〔
マ
マ
〕

14

袖
氷
重
夜

●

山
お
ろ
し
の
さ
む
き
い
く
夜
か
苔
こ
ろ
も
か
た
し
く
露
も
氷
は
つ
ら
む

15

塩
竈
雪

ふ
り
う
つ
む
雪
に
中
〳
〵
塩
か
ま
の
か
す
さ
え
見
え
て
立
け
ふ
り
哉

16

巌
頭
苔

さ
ゝ
れ
い
し
の
そ
の
世
は
い
つ
と
し
ら
ね
と
も
こ
け
の
む
す
ま
て
な
り

17
に
け
る
哉

樵
哥
入
山

」
一
一
オ

山
か
つ
の
哥
と
の
み
お
も
ふ
一
ふ
し
も
そ
の
さ
ま
し
ら
ぬ
な
け
木
を
や

18
こ
る

半
夜
旅
泊

あ
か
月
の
鐘
を
も
ま
た
て
と
ま
り
舟
お
も
ふ
い
り
江
を
こ
き
わ
か
れ
ぬ

19
る

述
懐
言
盡

い
ま
は
身
に
こ
と
の
葉
も
な
し
う
し
と
い
ひ
つ
ら
し
と
い
ひ
し
ほ
と
そ

20
悲
き
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（
二
行
分
空
白
）

右
廿
首
和
哥
者
文
明
十
七
閏
三
中
旬
之
比
右
京
亮
藤
原
秀
忠

興
行
之
人
数
左
衛
門
尉
藤
原
秀
忠
以
上
三
人
隠
作
者
書
之
集
之

室
町
殿
于
時

御
所
様
へ
御
點
被
申
也
六
十
首
内
御
點
十
一
首
出
貞
頼
四
首
予

五
首
彼
一
巻
者
秀
忠
許
在
之
御
詞
之
加
候
分
書
写
之
候
者
也」

一
一
ウ

寛
永
十
五
年
八
月
十
三
日

小
槻
紀
學
書
之

（
以
下
十
行
分
空
白
）

」
一
二
オ

［
付
記
］

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
に
際
し
高
配
を
賜
っ
た
京
都
大
学
文
学
研
究
科
助
教
の
木

土
博
成
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
本
稿
はJS

PS

科
研
費
（
課
題
番
号M

K
K
942H

：
研
究
代
表

川
上
一
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
お
お
や
ま

か
ず
や
・
同
志
社
大
学
文
学
部
助
教
）

（
か
わ
か
み

は
じ
め
・
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
）


